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B −6　完全完備仮想 データ ベ ース の 試作

　　　　　　　　　 筑波大学　椿　　　広　計

　 データ ・リ ン ケ ージ に よ っ て複数の 個票 デー
タ ・

フ ァ イル を結合 して構築 され た データ ベ ー
ス は，分

布 の 再現，抽出標本 との情報量 の 均 衡 ， 十分 な仮想

性 が 要求 さ れ る．完全照合マ ッ チ ン グ可能な フ ァ イ

ル が 利用 で き，か つ ，基 と な る フ ァ イル に 含まれ る

標本数が 十分大 き け れ ば，こ の 種の 仮 想 データ ・べ

一
ス を 構 築 す る

一
つ の 方法 と し て ， 回帰残 差 を

Bootstrapする方法が 挙 げられ る．

　本発表で は，こ の 方法 の 統計的性質 を議論 す る と

共 に ，家計調査 と 貯蓄動向調査 の データ を用 い て 実

際 に 仮想 データベ ー
ス を構築 した．更 に ， 提案 した

手法を繰り返 し デー
タ セ ッ トの 各変数 に 適用 す る こ

とで ， 全 て の デ ータ を仮想化 す る こ と も試み た．

B −7 セ ン サ ス ・マ ッ ピ ン グ・シ ス テ ム （CMS ）の 整

　　 備 の 現状 と今後の 取 り組 み

　　　　　　　 総務庁統計局　大　島　　　昇
，

　　　　　　　 総務庁統計局　浅　川　智　雄

　CMS は ， 統計 局 が 開発 した 統計情報 と 地 理 情報

を組み合わ せ た地理 情報 シ ス テ ム （GIS）で あ り， 統

計調査 の 実施 か ら統計結果 の 利 用 に 幅広 く活 用 で き

る もの で あ る．また ， 各省庁 が 整備を図 っ て い る 国

土空間データ 基盤の 中 で も重要 なもの の
一

つ で あ

る．CMS の 整備の こ れ ま で の 取 り組 み と現状及 び

今後 の 取 り組み を 報告 し．CMS デ ー
タ を用 い て の

分析事例を紹介した．

383

ら推定量 を構成し ， そ れ らの 漸近的性質を調べ た．

C−2　多元 分割表 に お け る変動 の 縮 小 度 を測 る 尺度

　　　　　東京理科大学 ・理工 　町 　田　光　陽
＊

　　　　　東京理科大学 。理 工 　富　澤　貞　男

　 1 つ の 説明変数X と 1 つ の 応答変数 Y か ら な る 2

元分割表に お い て ， X の 値 が 与えられ た と き の Y の

条件付分布に対す る変動が Y の 周辺分布 に対 す る 変

動 よ りもどの 程度小 さ くな っ て い る の か を測 る あ る

尺度が Tomizawa ，　Seo　and 　Ebi （1997）に よ り導 入

された．本講演 で は ， この 尺度 の 複数 の 説明変数 と

複数の 応答変数 か ら な る多元 分 割表 へ の 拡張 が 提案

さ れ た ．尺 度 は パ ワーダイ バ ージ ェ ン ス を用 い て表

現 さ れ，尺度 の漸近的信頼区間 とそ の 応用例 が 示 さ

れ た．

C・3　二 変量試行列 の 待 ち 時間問 題

　　　　　　　大 阪大 ・基礎工 安 芸 重 雄

　　　　　　　統計数理研究所　平　野　勝　臣

　二 変量 マ ル コ フ 試行列上 に お け る ， 第 1成分上 の

成功連 と第 2 成分上 の 成功連 とい う 2 種類 の 事象 に

関 す る sooner 　waiting 　tlme と later　waiting 　timeの

分布 を条件付確率母関数の方法 に よ り導い た．また ，

この 問題 の 応用 に つ い て述 べ た．と くに ，ある 2 次

元 の 工 学的 シ ス テ ム の信頼度の 計算 に 有用で あ る．

さ ら に，こ の結果 と数式処 理 を組み 合わ せ た 具体的

な計算例 に っ い て も報告した．

C・4　Admissibility　of 　the　MLE 　for　mUltinomial

　　 distribution　with 　monotone 　missing 　data

　　　　　　　関東学院大経済　布　能　英
一
郎

7 月 29 日 （木）（午前　C 会場）

共通 テ
ー

マ ： 離散 デ inタの 解 析 （1）
オーガ ナイザ

ー

　　　　　　東京 理 科 大 ・理 工　富　澤　貞　男

　　　　　座長　成蹊大 ・
経済　中　西　寛　子

C ・1　集約 さ れ た デ
ー

タに 基 づ くマ ル コ フ チ ェ イ ン

　　 の 推 移行列 の 推定 に つ い て

　　　　　　　 東京三 菱銀行　青　沼　君　明

　　　　　　　 東京大学数理 柏 倉 賢 司
’

　　　　　　　 東京大学数理 　吉　田　朋　広

　（Xl）、．1．．．．．n を非斉次離 散 マ ル コ フ チ ェ イ ン の LI，
D，列 と し，（X ，b‘．o．．．．．T の 状態空 間を ∫＝＝｛1，…，d｝， 推

移確率 を Pu（t，　Z ，θ）とす る．ある与 えられ た データ

か ら θを推定す る とい う問題を考え る．今回 は 2種

類 の集約され た デー
タが得 られ た と し， そ れ ぞ れ か

　Asano （AISM ，
1965） は ， 多項分布が monotone

missi   の 場合，　MLE が exact に 解け る こ と を示 し

た．本講演 で は
，

こ の MLE が ， 自乗損失下 で許容的

で あ る こ とを，stepwise 　Bayesian　procedure に よっ

て 示 した．証明 に お ける キーポ イ ン トは ，各直和分

割さ れ た 部分空間上 で ベ イ ズ 解を積分計算す る 際 の

変数変換 で あっ た．

c・5split −block　design　t二おけ る 交互作用 効果の

　　 対比 の 推定 と 最適計画 お よ び そ の EMeicency

　　　　　　　　　 岐阜大学 小 澤 和 弘
’

　　　　　　　　　 慶応大学　神　保　雅　一

　　　　　　　　　 広島大学 景 山 三 平

Agricultural　Univ．　Poznan　 Stanislaw 　MEJZA

　本報告 で は，行，列，ブ ロ ッ ク に randomization を

施 した split−block　designに お い て ， 交互 作用効果 の
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